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       ● 日本語版：2110 部　● 英語版：200 部
■メールマガジン配信
（主として科学技術専門家ネットワークの専門調査員の方）
       ● 日本語版のみ：2155 名
科学技術政策研究所のホームページでも公開（2008 年５月現在）
その他政策フロンティア社会基盤製造技術 ・ ものづくり
ナノテク ・ 材料 エネルギー環境情報通信ライフサイエンス
■レポートの分野・分類
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期間：2007 年 5月～ 2008 年 4月
ランキング レポート題名 No 掲載号 最近1年間のアクセス数 傾向
1 バイオエネルギー利用の動向と展望 No.9 2001 年 12 月 19409
2 スーパーコンピュータの動向 No.7 2001 年 10 月 8196
3 機能性食品の研究開発の動向 No.12 2002 年 3 月 7555
4 読み書きのみの学習困難（ディスレキシア）への対応策 No.45 2004 年 12 月 7174
5 再生医学の最近の動向 - 幹細胞を用いた再生医学について - No.8 2001 年 11月 5887
6 高純度シリコン原料技術の開発動向-太陽電池用シリコンの革新的製造プロセスへの期待 - No.70 2007 年 1月 4375
7 カーボンナノチューブ製造技術開発の動向 No.4 2001 年 7月 4302
8 汚染された土壌環境の対策技術の動向 No.12 2002 年 3 月 4210
9 エネルギー資源作物とバイオ燃料変換技術の研究開発動向 No.75 2007 年 6 月 3976
10 ドラッグデリバリーシステム (DDS) の研究開発動向 No.21 2002 年 12 月 3900
11 マグネシウム合金の研究開発動向 - 自動車用構造材料の軽量化の視点から - No.53 2005 年 8 月 3888
12 音声認識・合成と自然言語処理の研究開発動向 -人に優しいヒュー マンインタフェー ス実現への課題 - No.12 2002 年 3 月 3650
13 第三の生命鎖糖鎖とポストゲノム解析 No.10 2002 年 1月 3377
14 道路構造物のストックマネジメントのための技術動向 No.74 2007 年 5 月 2954
15 発電用ガスタービン高効率化に向けた耐熱材料の開発動向 No.34 2004 年 1月 2945
16 エピジェネティック・がん研究の必要性 - ポストゲノム時代のがん研究 - No.26 2003 年 5 月 2847
17 バイオインフォマティクスの動向 No.9 2001 年 12 月 2824
18 再生医療を中心とした生体材料研究の現状 No.72 2007 年 3 月 2738
19 安全安心な社会構築に忘れてはならない雷害リスク対策 No.73 2007 年 4 月 2724
20 微細結晶粒金属材料の研究開発動向 - 次世代高強度材料を目指して - No.16 2002 年 7月 2693
21 化石資源を用いない水素製造技術 - 持続可能な水素エネルギーシステムへの鍵 - No.19 2002 年 10 月 2602
22 植物由来プラスチックスの研究開発動向 - 自動車用ナノ複合ポリ乳酸の視点から - No.65 2006 年 8 月 2537
23 遺伝子組換え植物・食品に関する動向 No.5 2001 年 8 月 2505
24 光通信技術の研究開発動向 No.5 2001 年 8 月 2486
25 外科手術支援ロボットの導入と開発の動向 No.29 2003 年 8 月 2385
26 RNA 研究の動向 No.22 2003 年 1月 2249
27 二つの合理性と日本のソフトウェア工学 No.42 2004 年 9 月 2209
28 希少金属資源に関する我が国の採るべき方策 No.79 2007 年 10 月 2176
29 新規超伝導体 MgB2 と研究開発動向 No.4 2001 年 7月 2159
30 アナログ技術の動向と人材育成の重要性- CMOS 高周波 LS I にみる新時代のアナログ技術を中心に- No.70 2007 年 1月 2138
注）検索技術の普及により、公開時間の長いレポートほど過去のアクセス数が多いために、平均的には古いレポートほど有利である。
